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緒 言

定型的な発疹チ フス と発疹熱は,流 行病学

的に,ま た,臨 床像の上 からもか な りの相違

が見られる. Rickettsia prowazeki(以 下Rp

と略称す る)とRickettsia mooseri(以 下Rm

と略称す る)が,そ れぞれ発 疹チフスならび

に発疹熱の病原体 であることについては,既

に疑いを容れない.

しかし,非 定型 的な発疹チフスは,発 疹熱

との臨床鑑別が困難 である場合が少 くないこ

とについて,北 野,浜 田(昭18)等 が指摘 し,

岩田(昭17)は 発 疹 チフス と発疹熱の中間的

な症状を呈す る軽症発疹チ フスの存在を報告

している.

かつて発疹 チフスに罹患 した人は,当 該病

毒の場合は勿論,発 疹熱病毒の侵襲に対 して

も感染防禦能を示 し,ま た この反対の関係 も

な りたつ.こ の事実は,両 症 の病毒に感受性

のある天竺鼠につ いても同様 の所見が見られ

ることについては,山 口(昭31)の 詳 細に研

究 された業績がある.

並1清学的になされ る両症 の診断に, OX19

に よる所謂Weil-Felix反 店 があ るが,こ の

方法によつては,両 症 の鑑別 が不可能であ り,

これに反 して,発 育卵に増殖 させたRの 純化

された懸濁液を抗原 とす る補体結合反応が発

見 された ことは,両 症の血清学的鑑別 に画期

的な業績 といわなければならない.

猿 ・天竺鼠 ・ハ タリス ・綿 ネズ ミ・ハムス

ター等が発疹 チフス病毒に対 し感受性 であ り,

発 疹熱病毒 に対 しては,猿 ・天竺鼠 ・白鼠 ・

ハ ツカネズ ミ等が感受性 を有す るが,天 竺鼠

の場合におけ る睾丸莢膜親和性 と,血 管 内膜

親 和性の特質が,こ とに両症病毒を特徴づけ

る とみ られ る.

発 疹熱病毒を雄性天竺鼠の腹腔内に接種す

れば, 4～6日 の潜伏期の後に,定 型的発熱

と,陰 嚢の発赤 ・腫脹 と,睾 丸の固定がみ ら

れ,睾 丸莢膜の内 ・外板は,充 血 と汚穢灰 白

色 の,線 維素性 滲出液を もつて被われ,英 膜

相互の癒着が現われ る.か か る滲出液 の押捺

標本をGiemsa・Castaneda・Machiavello氏

等 の染色法に従つて染 めれば,顕 微鏡下 の大

単核細胞 の形質の うちに多 くのRを み ること

がで きる.こ の所見はNeill(1917)が 始 め

て見出 した ものであ り,次 いでMooser(1928)

が 睾 丸 莢 膜 細 胞 内 に 多 数 のRを 見,後 年

CastanedaがNeill-mooser反 応 と呼ぶ ことを

提 唱 した.

一 方
,発 疹チ フス病毒 を,天 竺鼠に接種,

累 代す る場合,心 血心内系伝達に よつて,よ

く その目的を達す ることがで きるが,発 疹熱

病毒は この性質 を欠 くか,弱 い.

両 症病毒のかかる 性質 の相違か ら,両 型の

病毒が区別 せられ る とす る北野,岩 田(昭14)

等 の業績があ るが,発 疹チ フス病 毒 も,時 に,

軽 度 で は あ るが,所 謂, Neill-mooser反 応

(NMRと 略 記す る)に まぎらわ しい反応 を発

現す るこ とが あ る とみ るMooser(1934),

 Pinkerton(1921, 1931), Castaneda(1930)

及 びZinser(1934)等 の 報告があ るが,児 玉
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(昭7),高 橋(昭7)等 は,発 疹チフス病毒

の場合に出現する睾丸反応を仮性NMRと し,

発疹熱病毒の示す真性NMRと 明らかに区別

し得ることを指摘している.

病毒の性質を論ずる場合,出 現する現象が

その病毒特有の性質であるとするためには,

累代された何れの世代,何 れの個体について

も常に,そ の現象が発現されておらねばなら

ない.従 つて,両 症の病毒を較べる場合,い

ずれの病毒が睾丸莢膜親和性を有するかが問

題であり,陰 嚢の発赤 ・腫脹は,そ の親和性

の髄伴的症候 として理解すべきである.そ の

為には,多 くの世代を累ね,多 くの個体が観

察されるべきであり,多 くの獄代に供された

多 くの個体のごく一部に偶発した現象は,両

症病毒の鑑別にあたり何等の価値をも有しな

い.山 口(昭31)は, RpとRm病 毒を種々

の割合に混合し,心 血,心内系と,睾 丸腹腔系

等の伝達方法を撰び累代伝達することによつ

て,混 合病毒のそれぞれが単離され得るかに

ついて研究した結果,そ れぞれの病毒の性質

に適合 した伝達経路を撰ぶことによつて, 2

型の病毒が単離され得るものであることを知

り,ま さに天竺鼠における血管内膜親和性 と

睾丸莢膜親和性は, Rp並 にRm病 毒の特異

なる性状であり,両 型病毒の型別は,試 験管

内における血清反応のみがよくなし得るもの

でな く,天 竺鼠を供する動物実験が必要かつ

欠 くことの出来ないものであるとみている.

Mooser, Pinkerton, Castaneda, Zinser等

は発疹熱病毒の特質の把握に,天 竺鼠におけ

る陰嚢の発赤 ・腫脹に観察の主点をおき,病

毒の本質には触れていない.高 橋 と児玉(昭

7)等 は, Mooser等 の見解を吟味するために,

さらに深く観察しているが,陰 嚢の発赤 ・腫

脹の現象の発現を,強 さの点から究明したに

とどまる.

著者は,発 疹チフスと発疹熱病毒の,そ れ

ぞれを雄性 天竺鼠の腹腔内に接種 したときの

睾丸莢膜滲出液の細胞像を詳細に追求し, R

出現の程度 と,滲 出液中の細胞の分布の相関

についてしらべ,発 疹熱病毒により発来され

る真性NMRを 追 求 した ところ,両 型病毒の

鑑別 に,天 竺鼠に よる動物実験が緊要かつ不

可 欠であるとす る根拠 を明 らかにすることが

出来 たので,こ こに報告す る次第 である.

I.実 験 材料 と方法

1.供 試動物

体重約400g前 後 の,健 康 な雄性天竺鼠を

撰んだ.

2.供 試病 毒

この研 究に供 した病毒株は,国 立予防衛生

研究所か ら分与 を うけた発 疹 熱 病 毒 で あ る

Wilmington株,並 に発疹チフス病毒 で あ る

Breinl株 の,感 染卵黄嚢 の生理食塩水 による

10%乳 剤 を使用 した.

3.動 物実験

Rm・Rp病 毒材 料に,マ イシ リン末0.05g

を混 入 し, 1.0mlづ つ を供 試動物の腹腔内に

接 種した.病 毒を接種 した供試動物は,毎 日,

早 朝,給 餌前に,肛 門 内でその体温を測定 し,

毎 日の体重 と共に記録 し,発 病の有無,陰 嚢

の発赤腫脹 の程度,睾 丸が陰嚢内に固定 され

るか否かに,特 に注意を払つた.な お,接 種

に供 した病 毒材料は,総 て血液寒天 ・葡萄糖

ブ イヨンに5日 間に亙 り培養 し,動 物実験が,

無 菌的にすすめ られてい るか どうかを確めた,

 Wilmington株 は 睾丸腹腔系,す なわち,発

症極期 の天竺鼠をエーテル死 させ,無 菌的に

睾丸 と睾丸莢膜を ともに一 団 として とり出し,

滅 菌海砂を容れた乳鉢 内で丁寧に磨砕 し, 10

倍 稀釈 になる如 く生理食塩水を注加,混 和 し,

 1500rpmの 速 度 をもつて遠沈 し,そ の上清

の1.0mlを,次 代のために,天 竺鼠の腹腔内

に接種 し,爾 来20世 代 以上に亙 り睾 丸 腹腔

系の伝達 系をつ くり,毎 常定型的な発熱 と,

 NMRと が 発現 し,睾 丸莢膜 の塗抹標本に,

 Rが 検 出で きる睾丸腹腔 系固定病 毒株をつ く

り,実 験に供 した.

Rp病 毒であ るBreinlは,感 染卵黄嚢の

10%乳 剤 の1.0mlを,天 竺鼠の腹腔内に接

種 し,発 熱 ・体重減少 な どの,発 症の徴候を

示す極期に,心 血を採取 し,健 康天竺鼠の心
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内に0.5～1.0ml接 種 し,爾 後, 10世 代

以上に亙 り,心 血心内系伝達を行 うことに よ

つて,供 試病毒を血管内膜に馴化,定 着せ し

めた.か くの如き病毒株は,概 ね, 8～9日

の潜伏期の後,急 に体 温が上昇 し, 5～6日

間に亙 る発熱を起 し,定 型的な熱型を示す.

さ らに,こ の心血心内系感染天竺鼠 より,脳

腹腔系伝達を20世 代以上にわたつて累ね,脳

腹腔系固定 のRp病 毒株をつ くつた.

4.観 察 方法

RmとRp病 毒 の接種 を うけたそれ ぞれ の

供試動物について,体 温測定,体 重の消長,

陰嚢の発赤 ・腫脹 の程 度,睾 丸の陰嚢 内固定

状況 と,そ の継続期問等の外部所 見を毎 日詳

細に記録する外,感 染 後,逐 日的に莢膜内外

板の癒着の有無,程 度,莢 膜面の滲出液の性

状を観察 し,一 方,莢 膜の押捺標本をつ くり,

メチルアルコール で固定 し,ギ ームザ液に よ

り染色を行つた.

II.実 験 成 績

A.陰 嚢反応に関する実験

1.陰 嚢反応発耒迄の経過日数

Rm病 毒に よる実験

Rm病 毒を,腹 腔内に接種 し,発 症 した供

試天竺鼠M507の 睾 丸 ・莢膜 を 乳 剤 とし,

その1.0ml宛 を,健 常な天竺鼠 の 腹腔内 に

接種 し,陰 嚢反応 の発来の程度 ・経過を観察

し,そ の成績を表1に 示 した .

す なわち,各 世代 ともに, 2～9日 の潜伏

期の後, 8～12日 間 に亙 る発熱を示 し,病 毒

接種の3～10日 後に陰嚢反 応 を 発 来 した.

 M611の 陰 嚢反応発来第2日 目に
,睾 丸 ・莢

膜の乳剤を調製 し, 1.0ml宛 を,次 の健康天

竺鼠5匹 の腹腔内に接種 した.次 いで2世 代

はM617, 3世 代M625, 4世 代M629 , 5

世代M637, 6世 代M659, 7世 代M664は
,

いずれ も次代接種のために供 した.

この実験に供 された40匹 の天竺鼠は
,病 毒

接種後,危 険率 α=0.05と した ときに, 5.85

+0.56≧m≧5.85-0.56日 に陰嚢反 応 が 現

われ,陰 嚢の発赤 ・腫脹 と睾丸 の固定が著 し

表1　 Rm病 毒による陰嚢反応発来迄の

経過日数

註　●は陰嚢反応陽性例を示す.

〓 は死亡例を示す.

下段の数字は陰嚢反応発来迄の経過日数を示

す.

括 弧内の数字は発症迄の潜伏期間を示す.

い.ま た,睾 丸莢膜 の押捺標本か ら,多 数 の

Rを 認 めることができた.

Rp病 毒 に よる実験

Rp病 毒の接種に より,発 症 した 天 竺 鼠

M709の 脳 乳剤1.0ml宛 を, 5匹 の健常 天

竺鼠の腹腔 内に接種 し,以 下8世 代に亙 り,

脳 腹腔系伝達を累ね て観察 し,そ の成績を表

2に 示 した.

初 代M926, 2世 代M932, 3世 代M934,

 4世 代M941, 5世 代M945及 び6世 代M952

で は,陰 嚢の発赤 ・腫脹が軽 く現われた よう

に印象 されたが,そ れ らは,病 毒接 種後7～

10日 に,一 過性 にみられた ものにすぎない.

い ずれの場 合 も,そ の睾丸莢膜 の押捺標本か

ら, Rは 検 出されない.

す なわち,多 くの天竺鼠を供 して観察 した

実験において, RpとRm病 毒が示す陰嚢 反

応 の発来性は, Rm病 毒 では例外 な く陰嚢 の
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表2　 Rp病 毒と陰嚢反応

註　●は陰嚢反応陽性とみられた例.

◎ は陰嚢反応疑陽性例.

○は陰嚢反応陰性例.

〓 は死亡例.

下段数字は陰嚢反応発来迄の経過日数を示す.

(-)はR検 出不能例.

発 赤 ・腫脹を示すが, Rpで は,供 試動物 の

15%に,こ れがみられたのにすぎない.ま た,

 Rm病 毒では,陰 嚢反応 の起始現象 が,急 激

に現われ,か つその程度は著 しく発展す るが,

 Rp病 毒 では,陰 嚢に現われ る発赤 ・腫脹 の

起始を,明 らかに認知 出来 ることが少 な く,

そ の発展程 度 も軽微にす ぎない.

2.陰 嚢反応における睾丸の固定性

Rm病 毒に よる実験

Rm病 毒に よ り,発 来 され る陰嚢反応は,

陰 嚢 の発赤 ・腫脹 の他に,反 応 の極期に,睾

丸 が陰嚢内に固定 され,容 易に腹腔 内に還納

しない.こ の時期には,睾 丸の莢膜 内外板は,

多量 の線維素析出による膠着がみ られる.い

い換 えるな らば,睾 丸 の固定は線維 素性癒着

性莢膜 炎に よる ものであ る.

表3に, Rm病 毒による陰嚢 反応,こ とに

固定性について,吟 味 を 行 つた. 3世 代 の

表3　 Rm病 毒による陰嚢反応の発来

註　下段数字は睾丸の固定日数を示す.

M624, 5世 代 のM639, 6世 代 のM65・

M658, 7世 代 のM665と, 8世 代 のM668・

M669で は,中 等度に,他 は各世代 の全例に

強 固な癒着を発来 し,固 定期間は, α=0.05

と した ときに, 4.03+0.54≧m≧4.03-0.54

日で ある と,求 め られ る.

Rp病 毒に よる実験

Rp病 毒に よ り,時 に発来 される ことのあ

る まぎらわ しい,軽 微 なる陰嚢反応は,表4

に 示 した如 く,程 度 も軽 く,持 続期 間も一過

性 で,短 く,睾 丸の固定性は,ほ とんどみら

れない.初 代のM926, 2世 代 のM932, 3

世 代 のM934, 4世 代 のM941, 5世 代 の

M945と, 6世 代 のM952に 弱 い程度の陰

嚢 の発赤 ・腫脹があつたが,睾 丸の固定性は,

ほ とん どみ られない.

3.陰 嚢反応の継続性

Rm病 毒に よる実験

Rm病 毒に より発来 される陰嚢 の発赤 ・腫

脹 ・睾丸の陰嚢 内固定の継続性について観察

し,そ の成績 を表5に 示 した.

Rp病 毒に よる実験

Rp病 毒に より発来 され るこ とのある陰嚢
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表4　 Rp病 毒に よる陰嚢反応発来

註　(-)は 睾 丸固定現象陰性を示す.

表5　 Rm病 毒に よる陰嚢反応の継続性

註　下段数字は陰嚢反応の継続日数を示す.

の異常現象は ,表6の 如 く,そ の継続性は,

 1～25時 間 の不定かつ,一 過性であつて,充

分注意 しない と見逃す位であつた .

表6　 Rp病 毒による陰嚢反応の継続性

註.下 段数字は陰嚢反応の継続時間を示す.

40匹 の,雄 性天竺鼠について観察 したRm

病 毒に よる陰嚢反応は著 しく,例 外な く発現

してみ られ,そ め 継 続 日数は, α=0.05と

した ときに, 4.28+0,61≧m≧4.28-0.61日

とみ られた.

す なわ ち, Rm病 毒 は,成 熟 した雄性天竺

鼠に対 し,特 異的に陰嚢反応 を発現す るもの

であ り,そ の程度 も著 しく, Rp病 毒 のそれ

が,非 特異的に,一 過性に,軽 微に発現する

のと,そ の趣を異にす る.

B.天 竺鼠の体重と陰嚢反応

Rm病 毒-Rp病 毒につ いて観察す る天竺

鼠の,陰 嚢反応の発現には,供 試動物の成熟

の程度 も,関 係 を有す ると考え られ る.

そ こで, 101～200g・201～300g・301～

400g・401g以 上 の体重別に,供 試動物を区

分 して, Rm・Rpの 同 一の病 毒材料に よる.

同一 の接種量を条件 とし,陰 嚢反応発来の経

過 を観察 した.

1.Rm病 毒による実験

体重101～200g群 に おけ る観 察

M667・674・666の 睾丸 ・莢膜 の10倍 稀釈

乳剤の0.5ml宛 を,供 試動 物の腹腔内に接
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種 し,発 症 の状 況を観察 し,そ の成績を表7

に 示 した.初 世代 より, 8世 代 に亙 る40匹 の

供試動物の うち,陰 嚢の発赤 ・腫脹 と,睾 丸

の陰嚢 内固定を示 した ものは, 11匹 にす ぎず,

総 数 の27.5%に 相 当す る.し か して,陰 嚢反

応 の強度は,一 般に微弱であ り,睾 丸の固定

性も弱い.ま た,反 応の継続時 も短かく,睾

丸莢膜からの押捺標本から, Rを 確認されな

かつたものもある.

すなわち,体 重が101～200g程 度の天竺

鼠では, Rm病 毒は特異的に陰嚢反応を現わ

す とはいえな い.

表7　 体重101～200g群 に おける, Rm病 毒 に よる陰嚢反応発来

註.下 段数字は陰嚢反応発来迄の経過日数を示す.括 弧内数字は陰嚢反応継続日数を示す.

1<は1日 強を示す.

+, ±, -はR検 出の有無.程 度を示す.

体 重201～300g群 におけ る観察

天竺鼠の体 重が, 201～300gの 群 につ いて,

 Rm病 毒に よつて発来 され る陰嚢反応 の程度

を観察 し,そ の結果 を表8に 示 した.

定 型的な陰嚢の発赤 ・腫脹 ・R出 現 をみた

ものは,4匹(10.0%)に す ぎない.

体 重301～400g群 におけ る観察

体重が, 301～400gの 実 験天竺鼠群につい

て, Rm病 毒に より発来 され る陰嚢反応 の程

度 を観察 し,そ の結果 を表9に 示 した.

定 型的な陰嚢反応 の発来の有無について,

 8世 代 に亙 る代継 ぎを行つ て観察 したが,供

試 動物40匹 の うち,陽 性 反応を示 した ものは,

 35匹(87.5%)で あ つた.

この体重群 の天竺鼠では, Rm病 毒を腹腔

内に接種 して も,な お,陽 性反応を現わさな

い ものが,少 数 にみられた事実は,注 目に価

す る.

体 重401～450g群 に おけ る観察

天竺鼠 の体重が, 401～450gの 群 につ い

て, Rm病 毒が 引き起 こす陰嚢反応 を観察 し,

そ の結果 を表10に 示 した.

病 毒接種後, 8～10日 を経て,い ずれの供

試動物 も,陽 性反応を著明 に示 し,睾 丸莢膜

の押捺標本に みられ るRも,著 しく多い.

2. Rp病 毒による実験

体重101～200g群 に おけ る観察

M926・932・934の 脳 の10倍 稀 釈乳剤の

0.5ml宛 を,供 試動物 の腹腔内 に 接種 し,

陰嚢 反応 の発来 の有無を観 察 し,そ の成績を
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表8　 体重201～300g群 における, Rm病 毒による陰嚢 反応発来

註.下 段数字は陰嚢反応発来迄の経過日数を示す.括 弧内数字は陰嚢反応継続日数を示す.

+, ±, -はR検 出の有無,程 度を示す.

表9　 体 重301～400g群 に おける, Rm病 毒 に よる陰嚢反応 発来

註.● は陰嚢反恋陽性例を示す.数 字は陰嚢反応発来迄の経過日数を示す.

括弧内数字は陰嚢反応継続貝数を示す. +はR検 出を示す.

表11に 示 した.

初世代 より, 8世 代 に亙 る40匹 の供試動物

の うち,陰 嚢反応を発来 したもの,ま た,疑

わ しい現象を呈 したものは, 1例 も認 めえな

かつた.

体 重201～300g群 に おける観察
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表10　 体重401～450g以 上 の群に おけ る,

 Rm病 毒に よる陰嚢反応 の発来

註.● は陰嚢反応陽性例を示す.

数字は陰嚢反応発来迄の経過日数を示す.

+はR検 出を示す.

表11　 体 重101～200g群 に おけ る, Rp病 毒

に よる陰嚢反応発来

註.○ は陰嚢反応陰性例を示す.

〓 は死亡例を示す.

供 試動物 の体重が, 201～300gの 群 につい

て, Rp病 毒接種に よる陰嚢反応の程 度 を観

察 し,そ の結果 を表12に 示 した.

す なわち,供 試動物40匹 の内,疑 わ しい反

応 をわずか2例 において認めたのみで,そ の

現象 も数時間の内に,消 褪 した.

表12　 体 重201～300g群 に おけ る, Rp病 毒

による陰嚢反応発来

註.○ は陰嚢反応陰性例.

◎は陰嚢反応疑陽性例.

体重301～400g群 におけ る観察

体重が, 301～400gの 供 試天竺鼠の群に

ついて, Rp病 毒 に よ り発来 され る陰嚢反応

の程度 を観察 し,そ の結果を表13に 示 した.

す なわち,供 試動物40匹 の内, 2例 に陰嚢

の発赤 ・腫脹 を軽度に認 めたが,睾 丸 の陰嚢

内固定は殆ん ど認 められなかつた.ま た,そ

の睾丸莢膜か らRを 検 出す ることはできなか

つた .

体重401～450g群 に おけ る観察

天竺鼠の体重が, 401～450gの 群 について,

 Rp病 毒 が引 き起 こす 陰嚢反応 を観察 し,そ

の結果を表14に 示 した.

す なわち,供 試 動物8世 代40匹 の うち,わ

ずか に陰嚢反応が陽性を示 した ものは3例,
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表13　 体重301～400g群 に おけ る, Rp病 毒

に よる陰嚢 反応発来

註.(-)はR検 出陰性を示す.

●陰嚢反応陽性例を示す.

◎ 陰嚢反応疑陽性例を示す.

表14　 体 重401～450g群 に おけ る, Rp病 毒

に よる陰嚢反応発来

註.● 陰嚢反応陽性例を示す.

◎陰嚢反応疑陽性例を示す.

(-)R細 胞検出不能例を示す.

疑 陽性例1例 であつたが,い ずれ も,莢 膜 よ

りRを 検出 していない.

C.陰 嚢反応に伴う滲出液の細胞像の吟味

1.感 染早期における細胞像

実験には,無 菌 的,か つ,極 力出血 を避け

るよ うに努め,天 竺鼠の鼠蹊部 を開 らき,睾

丸莢膜 の押捺標本 を作製 し,ギ ームザ染色 を

ほどこして検鏡 した・ 細胞分類に関 しては,

特 に,次 の諸項 に重点をおいて観察 した.胞

形質では,好 塩基性 ・好酸性 ・境界(明 瞭 ・

不鮮明)・ 形態(円 形 ・類円形 ・角形)・ 実質

(形成 ・非形成)・ 顆 粒(好 酸性 ・好塩 基性 ・

其の他)・ 空胞(形 成 ・非形成),核 では,色

質の量(豊 か濃染 ・乏 しい淡染 ・微細 ・粗大

塊状)・ 色質 梁 の形(長 い ・短い ・顆粒状 ・

点状)・ 色質梁 の境界(鮮 明 ・不鮮明)・ 色質

梁の間隔(緻 密 ・広 い)・ 色質梁 の分布(規

則正 しい ・不規則)・ 核小体 の有無 等 を 鑑別

の助け とした.

Rm病 毒 に よる実験

Rm病 毒を腹腔内に接種 した天竺鼠30匹 に

ついて,接 種後 の第2お よび第3日 目に,そ

れぞれ一側 の鼠蹊部を開 らき,標 本作 製の上,

検 鏡 して細胞像を しらべ, 100分 率 を記録 し

た.

i)Rm病 毒接種後第2日 目の観察

供試天竺鼠841～870号 の30匹 に ついて,そ

の睾丸莢膜 の押捺標本の細胞像を観察 し,そ

の結果 を表15・16に 示 した.

す なわ ち,莢 膜の被覆細胞であ る漿 膜細 胞

が3.7～14.0%に,線 維 細胞が38.8～44.5%

に,線 組球が12.1～19.2%に,組 織球 が18.5

～24 .8%に,単 球が3.5～9.8%に,淋 巴球 が

2.0～8.6%に,多 形核 白血球が0～0.3%に 見

られ る.

ii)Rm病 毒 接種 後第3日 目の観察

Rm病 毒を,腹 腔 内に接種 した天竺 鼠871

～900号 の30匹 につ いて
,細 胞像 の観 察を行

い,そ の結果 を表17・18に 示 した.

す なわち,線 維細胞は22.4～28.6%に,線

組球は16.2～20.9%に,組 織球は28.8～37.5
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表15　 Rm病 毒接種後第2日 目の細胞像

(その1)

表16　 Rm病 毒接種後第2日 目の細胞像
(そ の2)

%に,単 球は7.1～16.4%に,淋 巴球は3.7～

11.1%に,漿 膜細胞は0.3～8.0%に,多 形

核 白血球は0.2～2.5%に み られた.莢 膜面に

は,僅 かに溷濁する稀薄液が比較的多 く,細

胞像 としては,線 維 細胞 が減少 し,組 織 球が

表17　 Rm病 毒接種後第3日 目の細胞像

(その1)

表18　 Rm病 毒接種後第3日 目の細胞像

(その2)

増加したことは注目に価する.こ の事実は,

関(昭17)が 主唱するところの,線 維細胞か

ら線組球を経て,組 織球に変化 したものであ

り, Rの 増殖に従い線組系細胞が賦活された

像であると理解される.
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なお, Rm病 毒接種後第2・ 第3日 目の細

胞像の移行状態 を知 るた め に,表15・16・

17.18よ り母平均 の信頼限界 を求めて,一 括

して,表19に 示 した.

表19　 Rm病 毒接種後第2・3日 目の細

胞像 の推移(α=0.05と して)

Rp病 毒に よる実験

i) Rp病 毒接 種後弟2日 目の観 察

Rp病 毒を,腹 腔 内接種 した天竺鼠1161～

1190号 の30匹 について,接 種後の第2日 目の

莢膜の押捺標本の細胞像 を観 察 し,そ の結果

を表20・21に 示 した.

線維細胞は49.6～65.8%に,線 組球は5.2

～9.0%に ,組 織球は9.6～15.8%に,単 球

は5.4～7.8%に,淋 巴球は5.1～9.2%に,漿

膜細胞は6.6～11.4%に み られた .い ずれ の

例 も,線 維 細胞 が多いのが 目立つ .

ii) Rp病 毒接種後第4日 目の観察

Rp病 毒接 種天竺鼠1191～1120号 の30匹

について,接 種後の第4日 目の莢膜の押捺標

本にみ られ る細胞像 の観察を行 い,そ の成績

を表22・23に 示 した.

す なわち,線 維細胞は22.9～32.6%に,線

組球は18.0～26.2%に,組 織 球は17.9～24.6

%に,単 球は4.4～9.5%に,淋 巴球は8.3～

11.7%に,漿 膜細胞は9 .1～12.1%に み られ,

多形核 白血球は皆無 であつた.要 す るに,組

表20　 Rp病 毒接種後第2日 目の細胞像

(その1)

表21　 Rp病 毒接種後第2日 目の細胞像

(その2)

織球が,や や増えてみられ る外,第2日 目の

所 見 と大差はない.

iii) Rp病 毒 接種後第6日 目の観察

供試天竺鼠1221～1250号 の30匹 に つ いて,
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表22　 Rp病 毒接種後第4日 目の細胞像

(その1)

表23　 Rp病 毒接種後第4日 目の細胞像

(その2)

Rp病 毒を腹 腔内に接 種 した第6日 目の莢膜

の押捺標本にみられ る細胞像は,表24・25の

如 く示 された.

線 維細 胞は6.7～17.1%に,線 組球は8.2

～15.9%に ,組 織球は22.1～37.6%に,単

表24　 Rp病 毒接種後第6日 目の細胞像

(その1)

表25　 Rp病 毒接種後第6日 目の細胞像

(その2)

球は6.6～12.2%,淋 巴 球は5.0～18.1%に,

漿 膜細胞は11.2～18.4%に み られ,多 形核白

血球は皆無であつた.い ずれの時期 の細胞像

も,病 毒接種後,淋 巴球 の増加があ る外,特

徴ある変化を示 さない.
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なお, Rp病 毒接種後,第2・4・6日 目の

細胞像を判然 とするために,表20・21・22・

23・24・25よ り母平均の信頼 限界 を求め,こ

れを一括 して,表26に 示 した.

表26　 Rp病 毒接種後第2・4・6日 目の細胞像 の推移(α=0.05と して)

2.陰 嚢反応発現時期における細胞像

Rm病 毒接種後,陰 嚢反応の発現 を示 した

150匹 の 天竺鼠につ いて,反 応発来時期か ら

30匹 宛を殺 し,そ の睾丸莢膜の押捺標本 をつ

くつて,検 鏡 した.

表27　 Rm病 毒に よる陰嚢反応発現第1

日 環の細胞像(そ の1)

発現第1日 目の観察

天竺鼠の腹腔内にRm病 毒を接種すること

によつて,発 来された陰嚢反応の,第1日 目

の睾丸莢膜滲出液の細胞像を観祭し,そ の結

果を表27・28に 示した.

表28　 Rm病 毒による陰嚢反応発現第1

日目の細胞像(そ の2)
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供試天竺鼠1251～1280号 に み られ る,莢 膜

の細胞像は,線 維細胞が7.4～11.8%に,線

組球 が7.3～11.5%に,組 織球が40.9～52.1

%に,単 球が7.9～14.4%に,淋 巴球が5.4

～9 .3%に,漿 膜細胞が6.3～9.8%に,多 形

核白血球 が4.8～11.1%に み られ,組 織球が

最 も多 く出現す る.

発現第2日 目の観 察

Rm病 毒を,天 竺鼠の腹腔内に接種 した と

きに現われ る天竺鼠1281～1310号 の陰嚢反応

の,第2日 目の莢膜について,そ の細胞像 を

観察 し,そ の結果 を表29・30に 示 した.

す なわち,線 維細胞が1.5～3.5%に,線 組

球が2.2～4.1%に,組 織球が50.4～54.0%

に,単 球が10.8～16.2%に,淋 巴球が8.0～

10.6%に,漿 膜 細胞が6.2～9.3%に,多 形

核白血球が9.3～13.0%に み られた.こ の時

期には,線 組系細胞の賦活化は最 も盛 んであ

り,組 織 球の占め る分布率 は,全 期間を通 じ

て最多であ る.な お,多 形核 白血球の数 も全

期間を通 じて最多であつた.

表29　 Rm病 毒による陰嚢反応発現第2

日目の細胞像(そ の1)

発現第3日 目の観察

供試 天竺鼠1311～1340号 の30匹 に, Rm病

表30　 Rm病 毒による陰嚢反応発現第2

日目の細胞像(そ の2)

表31　 Rm病 毒による陰嚢反応発現第3

日目の細胞像(そ の1)

毒を腹 腔内に接種 した ときに発来 される,陰

嚢反応の第3日 目の莢膜 について,そ の細胞

像 を観 察し,そ の成績を表31・32に 示 した.

す なわち,線 維細胞は1.3～4.1%に,線 組

球は2.9～5.3%に,組 織球は31.9～37.7%に,



発疹熱病毒の睾丸莢膜親和性に関する研究 2681

表32　 Rm病 毒による陰嚢反応発現第3

日目の細胞像(そ の2)

単球は16.9～21.5%に,淋 巴球は11.3～16.2

%に,漿 膜細胞は13.9～16.2%に,多 形核 白

血球は7.2～13.1%に み られた.こ の時期に

は,な お,線 組 系細胞 の賦 活化は盛んであ り,

組織球の数 も第2日 目よ りやや減ず る程度で

ある.単 球 ・淋巴球 ・漿膜細胞の 占め る比率

も最高であ る.

発 現第4日 目の観察

Rm病 毒を,天 竺 鼠1341～1370号 の30匹

の,腹 腔内に接種 した ときに,発 現 され る陰

嚢反応の第4日 目の睾丸莢膜 の押捺標本につ

いて,細 胞像を観察 し,そ の結果 を表33・34

に示 した.

す なわち,線 維細胞は2.7～6.2%に,線 組

球は3.1～11.5%に,組 織球は27.9～37.5%

に,単 球は13.1～24.3%に,淋 巴球は8 .9～

143%に,漿 膜細胞は8 .9～20.8%に,多 形

核白血球は3.5～16.2%に み られた.こ の時

期に も,な お,線 組 系細胞の賦 活化は盛んで

あるが,組 織球の占める比率は,発 現第2日

を頂点 としてお もむ ろに下降 しつつあ るが
,

単球は全期間を通 じて最 多であつた .

発現第5日 目の観察

表33　 Rm病 毒による陰嚢反応発現第4

日目の細胞像(そ の1)

表34　 Rm病 毒による陰嚢反応発現第4

日目の細胞像(そ の2)

天竺鼠1371～1400号 の30匹 に ついて
, Rm

病 毒 を腹腔内に接種 した ときに発来す る陰嚢

反応 の第5日 目の莢膜 につ いて,細 胞像 を観

察 し,そ の成績 を表35・36に 示 した.
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表35　 Rm病 毒による陰嚢反応発現第5

日目の細胞像(そ の1)

すなわち,線 維細胞は6.5～11.5%に,線

組球は6.6～14.2%に,組 織球は20.0～28.4

%に,単 球は11.2～26.7%に,淋 巴球は10.9

～19 .8%に,漿 膜細胞は7.9～21.8%に,多

形核白血球 は4.8～13.5%に み られた.こ の

時期には組織球 の数は著明に減少す るが,な

お,線 維 細胞 の占め る比率は小 さい.

次 に, Rm病 毒接種に より,供 試天竺鼠に

表36　 Rm病 毒による陰嚢反応発現第5

日目の細胞像(そ の2)

発来した陰嚢反応発現時期の莢膜の押捺標本

について,細 胞像の推移を表37に示した.

すなわち,陰 嚢反応発現時期における細胞

像の特色 としては,次 の諸点が認められた.

この時期には,関 の主唱するいわゆる線組系

細胞の賦活化が活溌であり,線 維細胞より線

組球を経て,組 織球へ移行する像は,第2日

目頃が一番顕著である.以 下,日 を逐つて徐

表37　 Rm病 毒 に よる陰嚢反応 発現時期におけ る細胞像の推移(α=0.05と して)
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々に復旧す るとみ られる.単 球は第4日 目頃

が最多であ るが,こ れは,血 管 より遊出 した

もの以 外に,線 維細胞 よ りの移行が考え られ

る.淋 巴球は 日を逐つて増加 し,第5日 目頃

が最多 となる.漿 膜細胞 と多形核白血球は,

第3日 目頃が最 も多 く認められ る.

なお, R荷 担 細胞 としては,大 部分が漿膜

細胞であ り,一 部は,組 織球 と認め られ る大

単核細胞であ り,爾 他 の細胞には認め られな

かつた.

3.陰 嚢反応消褪後の細胞像の経過

Rm病 毒接種後,陰 嚢反応の発現を示 した

天竺鼠150匹 に ついて,反 応消褪直後 より,

逐 日的に30匹 宛を殺 し,そ の睾丸莢膜 の押捺

標本 をつ くつて,検 鏡 した.

消褪第1日 目の実験

供試天竺鼠1401～1430号 の30匹 について,

 Rm病 毒の腹腔内接種 による陰嚢反応の消褪

後,第1日 目に睾丸莢膜 の細胞につ いて,細

胞像を観察 し,そ の結果 を表38・39に 示 し

た.

す なわち,線 維細胞は10.3～17.3%に,線

組球は5.5～13.5%に,組 織球は18.6～28.9

表38　 Rm病 毒 による陰嚢反応消褪 第1

日目の細胞像(そ の1)

表39　 Rm病 毒による陰嚢反応消褪第1

日目の細胞像(そ の2)

%に,単 球は15.0～22.0%に,淋 巴球は12.7

～19 .8%に,漿 膜細胞は8.4～17.0%に,多

形核 白血球は2.9～12.3%に み られた.こ の

時期の細胞像の特色は,線 維細胞 が僅 かでは

あるが,徐 々に増加してい ることである.

消 褪第2日 目の実験

Rm病 毒を接種 した天竺鼠1431～1460号 の

30匹 について,そ の陰嚢反応 の消褪第2日 目

に,睾 丸莢膜 の細胞像について観察 し,そ の

結果を表40・41に 示 した.

す なわち,線 維細胞は18.2～26.7%に,線

組球は6.2～13.2%に,組 織球は18.0～25.3

%に,単 球は13.2～19.2%に,淋 巴球は11.1

～17 .2%に,漿 膜細胞は6.5～15.0%に,多

形核白血球は1.4～9.9%に み られた.こ の時

期の細 胞 像 の特 色 は,組 織球 ・単球 ・淋 巴

球 ・漿膜細胞 と多形核 白血球が徐 々に減少 し,

これ と反対に,線 維 細胞が著明に増加 して来

ることで ある.

消 褪第3日 目の実験

天竺鼠1461～1490号 の30匹 を 供 し,そ の

腹腔 内にRm病 毒を接種 し,発 来 した 陰 嚢

反応 の消褪期第3日 目の莢膜 の細胞像を観 察
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表40　 Rm病 毒による陰嚢反応消褪第2

日目の細胞像(そ の1)

表41　 Rm病 毒による陰嚢反応消褪第2

日目の細胞像(そ の2)

し,そ の 結 果 を 表42・43に 示 し た.

す な わ ち,線 維 細 胞 は32.5～40.0%に,線

組 球 は3.4～13.9%に,組 織 球 は15.0～25.2

%に,単 球 は5.4～12.3%に,淋 巴 球 は5.6

表42　 Rm病 毒による陰嚢反応消褪第3

日目の細胞像(そ の1)

表43　 Rm病 毒による陰嚢反応消褪第3

日目の細胞像(そ の2)

～11 .5%に,漿 膜 細胞は5.1～15.9%に,多

形核白血球は0.4～9.9%に み られた.こ の時

期 の細胞像の特色は,組 織球 の著明 の減少 と,

線 維細胞 の増加が顕著 な点 にある.
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消褪第4日 目の実験

Rm病 毒を,天 竺 鼠1491～1520号 の30匹

の腹腔内に接種し,陰 嚢反応消褪期の第4日

目の睾丸莢膜の細胞像を観察 し,そ の成績を

表44・45に 示 した.

表44　 Rm病 毒に よる陰嚢反応消褪第4

日目の細胞像(そ の1)

表45　 Rm病 毒による陰嚢反応消褪第4

日目の細胞像(そ の2)

すなわ ち,線 維 細胞は41.4～49.5%に,線

組球は5.1～12.1%に,組 織球は14.9～22.0

%に,単 球は6.2～10.9%に,淋 巴球は5.7～

10.3%に,漿 膜細 胞は6.3～14.5%に,多 形

核 白血球は0.2～4.8%に み られた.こ の時

期の細胞像 の特色 としては,陰 嚢 反応消褪第

3日 目に引き続 いて,組 織球 ・単 球の減少 と,

線 維細胞 の増加が著 しい ことであ る.

消 褪第5日 目の実験

供試 天竺鼠1521～1550の30匹 を供 し, Rm

病 毒 を腹腔 内に接種 した ときに出現 した陰嚢

反応の消褪期 の第5日 目の睾丸莢膜 の細胞像

を観察 し,そ の結果 を表46・47に 示 した.

す なわち,線 維細胞は48.6～57.6%に,線

組球は4.7～10.4%に,組 織球は11.7～17.6

%に,単 球は5.1～10.4%に,淋 巴球 は5.3～

9.6%に,漿 膜 細胞 は2.2～15.4%に,多 形

核 白血球は0.1～2.3%に み られた.こ の時期

には,組 織球 ・線組球の減少 が引き続いて見

られ,線 維細胞 も増加す る.

次 に,表38・39・40・41・42・43・44・45・

46・47に つ いて,陰 嚢反応消褪期の各細胞 の

100分 率 の経過を一括 して表48に 示 した.

表46　 Rm病 毒 に よる陰嚢反応消褪第5

日目の細胞像(そ の1)
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表47　 Rm病 毒による陰嚢反応消褪第5

日目の細胞像(そ の2)

すなわち,表48に 示すごとく,陰 嚢反応消

褪後の細胞像は,逐 日的に,組 織球 ・線組球

の示す比率は減少し,反 対に線維細胞の占め

る比率は著明に増加する.こ れは関の主唱す

る線組系細胞が, Rm病 毒接種前の状態に復

旧したことを示す ものと考える,な お,単 球

淋巴球の数も漸次減少し,漿 膜細胞 ・多形核

白血球の減少も著明であつた.

III.考 察

定型的な発疹チフスと発疹熱は,流 行病学

的に,ま た,臨 床像の上か らも,か なりの相

違がみられるが,非 定型的な発疹チフス ・発

疹熱もまた少 くない.両 症の鑑別が,臨 床像

のみからなされることが難 しいとされる理由

が,こ こにある.

由来,両 症Rの 相違を動物実験の立場か

ら究明する研究が, Neill(1917)とMooser

表48　 Rm病 毒接 種に よる陰嚢反応消褪後の細胞像 の推移(α=0.05と して)

(1928)に よつ て開かれ,い わゆ る, NMRと

して,ひ ろ くその価値が認め られ て来 た,し

か し,発 疹チ フスRに よつて も,類 似 の陰嚢

反応が時に一過性 に発来 し,児 玉等(昭7)

は この反応に対 し,仮 性NMRと い うべきで

あ るとした.

著 者は,数 多 くの 天 竺鼠を供 し,発 疹熱 と

発疹チフス病毒が示す天竺鼠の睾丸莢膜 に対

する親和性の本態を吟味 し,は た して, Rm

病毒の特性と,見 做すことができるかについ

て,詳 しい研究を行つたので,こ の成績を以

下に,要 約して述べ る.

1.雄 性の成熟天竺鼠を供し, Rm病 毒で

は睾丸腹腔系伝達により, Rp病 毒では脳腹

腔系伝達によつて,発 症せしめて,発 現する

陰嚢反応について観祭した.
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Rm病 毒 では,各 世代 の供試動物 と も に,

 α=0.05と し た ときに, 3.85+0.42≧m≧

3.85-0.42日 の潜伏期の後 に, 8～12日 間 に

亙 る発熱を示 し,病 毒接種後, α=0.05と し

たとき, 5.85+0.56≧m≧5.85-0.56日 後 に,

全例の40匹 に陰嚢反応を発来 した.陰 嚢内に

おけ る睾丸の固定期間は, α=0.05と した と

き, 4.03+0.54≧m≧4.03-0.54日 で あ り,

陰嚢反応 の継続 日数は, α=0.05と した とき,

 4.28+0.61≧m≧4.28-0.61日 で あつた.

Rp病 毒 では, 40匹 中6例 に,接 種 後7～

10日 を経 て,疑 わ しい反応 を認めたが,い ず

れも,睾 丸は陰嚢 内に固定 しない.な お,反

応の継続 も, 1～25時 間 の一過性であつて,

余程注意 しない と看過す程度 であ る.

す なわ ち, Rm病 毒 は, Rp病 毒 に 較 べ,

陰嚢反応 発 起 迄 の経 過 日数 は,概 して短

く,陰 嚢 の発 赤 ・腫脹 と,睾 丸の固定が著 し

く,固 定期間 と陰嚢反応の継続時間 も長いの

を特徴 とす る.

2.天 竺 鼠の体重 と陰嚢反応 との関係は,

第1群101～200g・ 第2群201～300g・ 第3

群301～400g・ 第4群401g以 上 の4群 に分

けて観察 したが,体 重の少い群程,陰 嚢反応

の発現は特異的でな く, 401g以 上 の体重の

場合に特異的な必発反応 を現わす.従 つて,

陰 嚢反応発来 の要因 として,天 竺鼠の成熟度

が,極 めて重要であ る.

3.由 来,発 疹熱病毒は睾丸莢膜親 和性で

あ り,他 方,発 疹チ フス病 毒は血管 内膜親和

性であるとされてい る.両 症の病毒を,そ れ

ぞれ,天 竺鼠について,睾 丸腹腔系 と,脳 腹

腔系接種を行 えば, Rm病 毒に よる発症極期

の睾丸莢膜は,癒 着性滲出性莢膜炎の像を呈

す る.

4. Rm病 毒を接 種 した ときの,陰 嚢反応

に伴 う滲 出液の細胞像は,局 所 の線組系細胞

の賦活化が著 しく,反 応の極期 には,組 織 球

の出現が高率 となる.

Rp病 毒を接 種 した ときの,仮 性反応 出現

時の細胞像は,線 組系細胞の賦 活化 はさして

著明ではな く,淋 巴球の増 多がむ しろ目立 つ.

5.滲 出 液中の細胞か らのRの 検 出は, Rp

病 毒 に よる反応 では,全 例に見出 され ないが,

 Rm病 毒を雄性 の天竺鼠の腹腔 内に接 種した

場合には,ほ とんどの例に, Rを 検 出す る、

しか して, Rを 容れ る細胞は,漿 膜細 胞で あ

る場合が最 も多 く,次 で,組 織球である.

す なわち,発 疹 熱病毒であ るRmが 示す睾

丸莢膜親和性は,特 異的 な性状である とみ る

ことが できる.

6.こ れ を要す ると,発 疹 熱 病 毒 で あ る

Rmが 天竺鼠の睾丸莢膜に対す る親 和性は,

特 異的であ り,発 疹チフス病毒であるRpの

それは非特異的,偶 発的であ ると,理 解 され,

両 症病 毒の鑑別上,天 竺鼠を供す る動物実験

が重要な価値を 占め る論拠を示 し得た もの と

信 じる.

IV.結 論

発疹チ フス病 毒 と発疹熱病 毒との鑑別 にあ

た り,雄 性天竺鼠の腹腔 内に,そ の病毒を接

種 した ときに発現す る陰嚢反 応,す なわち,

いわゆ るNeill-mooser反 応 の本態 に関す る研

究 を行つた.そ の成績を以下 に要約 して述べ

る.

1. Rm病 毒 に より発来 され る陰嚢 反応は,

全 例に発現 し,そ の反応 の程 度は,著 明,か

つ,持 続期間 も長 く, Rmに 由 来す る特異 的

反応 とみ ることができる.

これに反 し, Rp病 毒 によ り,時 に 発来 さ

れ る仮性 反応は,偶 発的,非 特異的であ り,

本 質的に,そ の所見を異にす る.

2.雄 性 天竺鼠に, Rm病 毒 を接種す る場

合 も, 400g以 下 の体重であれば,必 ず しも

陽性反応 を呈 しないが, 400g以 上 の体 重の

天竺鼠を供すれば,毎 常,定 型的なる陰嚢反

応 を現わす.

3. Rm病 毒を接 種 した天竺鼠に,陰 嚢反

応が発来 している時期 の,睾 丸莢膜滲出液の

細胞 像は,線 組系細胞 の活溌 な賦活化がみ ら

れ, Rの 多 くは漿膜細胞が 荷担 する.

Rp病 毒 による実験では,こ のよ うな 所 見

は,全 くない.
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4.こ れ を要約 する と,発 疹 熱病 毒が天竺

鼠の睾丸莢膜に対 して示す親和性は,病 毒特

異性 であ り,発 疹チフス病毒は しか らざるこ

とか ら,成 熟雄性 天竺鼠に発来 され る陰嚢反

応,い い換えれば,い わゆ るNMRは, Rm

とRp病 毒 の鑑別拠点 として,い ささか も,

そ の価値 を減 ず る もの で は な く,著 者は,

 Rm病 毒 に由来す るNMRの 本 質を明 らかに

す ることに より, Rp病 毒 との,動 物実 験上

の鑑別の拠 りどころにな りうると主唱す る.

稿を終るに臨み,村 上教授の懇切なる御指導と御

校閲に衷心より感謝すると共に,終 始懇切なる御教

示を賜つた香川県衛生研究所長浜田豊博博士に深甚

の謝意を表します.
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Studies of the Affinity of Rickettsia mooseri for Tunica vaginalis

I:

Affinity for Tunica vaginalis of Guinea-pig

By

Tetsuo Ando

Department of Microbiology, Okayama University Medical School
 (Director: Professor Dr. Sakae Murakami)

It is said that Neill-Mooser reaction in the scrotum of the male guinea-pig is specific to 
R. mooseri, but R. prowazeki also sometimes causes the non-specific reaction, so-called false 
Neil-Mooser reaction. The author studied on the substance of Neill-Mooser reaction by investi
gation of the figures of cells in the exudate of the tunics vaginalis of scrotum. The results 
are summarized as follows:

1) In every case, the tunica reaction by R. mooseri was markedly positive and lasted 
for a long time. The reaction by R. prowazeki was accidental and not specific.

2) Even inthe cases of inoculation of R. mooseri into male guineapigs, the reaction 
did not always appear typically in those weighing under 400g.

3) In the positive phase of the scrotal reaction in guinea-pigs inoculated with R. moo
seri, activation of fibrohistiocyte system appeared in the tunica vaginalis, and the great 
majority of rickettsiae became visible in the serous cells.

In short, the affinity of R. mooseri for the tunica vaginalis of the guinea-pig was 
specific, while that of R. prowazeki was not specific.


